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研究要旨 

子宮頸がんワクチン(HPV)の副反応として、1)末梢性交感神経障害による起立性調節障害と

慢性複合性局所疼痛症候群、２）高次脳機能障害（学習障害、過睡眠）、３）関節リウマチ、

SLE等の膠原病の合併、の三つの病態が判明した。 
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A. 研究目的 

1.子宮頸がんワクチン(HPV)の副反応の実態
を神経内科的観点から解明する。 
2.同ワクチンの副反応が疑われる脳症状の
病態解析。 
3.同ワクチンの副反応に対する有効な治療
法の確立。 
 

 

B. 研究方法 

HPVワクチン副反応に関しては、診察希望の
ある患者を診察して、個々の症状の頻度と発
生機序を検討した。特に脳症状がある患者で
は高次脳機能検査（WAIS-III、TMT試験）、
脳SPECTを行い、発生機序を検討した。同時
に薬物療法、血液浄化療法に代表される免疫
調整療法の治療効果を検討する。（倫理面へ
の配慮）本研究グループの構成員は研究を開
始するに当って、所属施設の倫理委員会の承
認を受ける。また対象となる患者に対しては
本研究の主旨を十分に説明して、同意が得ら
れた患者のみに検査と治療を行う。 
 

 

C. 研究結果 

1. HPVワクチン副反応の疑いで研究班の施
設を受診した患者数は全体で192名であっ
た。 
2. 2013年6月〜2015年11月に同症状で信州
大学を受診した患者は106名であり、その中
でHPVワクチン接種とは関連がない症状で
あると判断した患者は14名であった。 
3. 高次脳機能障害が疑われた17名の症状は
記憶力低下35%、集中力低下25%、過睡眠
20%であった。この中で脳SPECTの異常が
60%、高次脳機能検査のTMT試験の遅延が
60%、WAIS-IIIの処理速度低下が24%にみら
れた。 
4. HLA geno-typingでは21名中18名がDPB1 
05:01 alleleを有していた。 

5. 脳症に対する治療では副腎皮質ステロイ

ドは20名中8名に限定的効果があった。一方、

免疫吸着は17名中15名で著効が得られた。 

  

 

 
  



2 

 

D. 考察 

HPVワクチン副反応の発現機序として、当

初は起立性調節障害、複合性局所疼痛症候

群 (CRPS) などの末梢性交感神経障害が主

体であると考えていた。しかし最近は脳症

状の重要性がクローズアップされて来てい

る。本ワクチンの副反応は従来考えられて

いた以上に広汎な神経系の障害を生じてい

る可能性がある。 

 

 

E. 結論 

HPVワクチンの多様な副反応を解明するた

めにHLA geno-typingを開始し、またモデル

マウスを作成中である。 
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